
活動団体の活動地域：高知県大月町
活動団体名：NPO法人大月地域資源活用協
議会
中間支援主体名：四国海と生き物研究室

活動団体の活動におけるテーマ
『ぼちぼち山業で豊かな生活スタイルで暮らしている
人を増やす』

令和6年度
地域循環共生圏づくり支援体制構築事業

キックオフミーティング 資料
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活動団体と地域の紹介
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活動団体の紹介
四国の西南端、大月町でこれまで「当たり前のもの」として見過ごされてきた地域の宝を探し、その恵みを次世
代へ渡すために色々な取り組みを支えています。美しい海で楽しむクリアカヌー、観光ガイド、自伐型林業、へ
んろ古道活用、お遍路さんと地域住民との交流所「よっちみたや」、国際的な芸術文化交流など、お金に換
算できない、統計には表れない「豊かさ」も伝えていこうとしています。

地域の現状と課題
・農業、漁業が盛んな地域
・ダイビングのメッカと呼ばれるくらいきれいな海があり、地上からもサンゴ礁を見る
ことができる
・林業従事者の不足によって、間伐等が進まない荒廃林が増えている
・木を伐る仕事だけで家族を養うのは大変
・雑木林の活用がされていない

資源
・森林,山林資源→原木市場で取引されない広葉樹などは隣の市のチップ工場へ持っていかれる
・大月町備長炭生産組合や森林組合、小規模林業従事者のような大月町の森林資源で生計を経てる団体、個人
・多様な移住者：こういうことがしたい！という意志があり、生活の中で実践している
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活動計画（概要）



活動計画（概要）
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現状

ありたい地域の姿

課題
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活動計画（概要）ーローカルSDGs事業として取り組む内容



目指す“地域プラットフォーム”のイメージ
現時点での体制
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コアメンバーが町内の人に活動について
説明することでゆるくいろいろな人と繋が
る体制へ
→今後「こういうことはできないか？」と
いう相談につながるかもしれない
関係なさそうな人にも話してみることで
想像できなかった情報や提案をもらえる
関係なさそうな人も興味を持ってくれる
人、同じ思いがある人に出会える

足りない資源（ヒト、モノ、資金、情報、
等）※地域内、外も含む

一緒に山業してくれる仲間
・自伐型林業をする人
・黒炭を焼く人
・町内で山林資源を使った事業を起こ
したい人、企業



ローカルSDGs事業の詳細
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地域プラットフォーム（PF内のメンバーやコアメンバー）で生み出そうとしている
ローカルSDGs事業の詳細



ローカルSDGs事業の詳細
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地域プラットフォーム（PF内のメンバーやコアメンバー）で生み出そうとしている
ローカルSDGs事業の詳細

未定

未定

業務委託
アルバイト

当団体で実施



3か年状態目標

2026年度末の状態目標
1. 町内で雑木・C材の活用が進んでいる
2. 山業のアントレプレナーが大月に移住、新たな移住者が自伐型林業に挑戦して
いる

3. 山側の地区、海側の地区バランスよく声をかけていく

2025年度末の状態目標
1.もし木質バイオマス導入が断念されたら、薪や炭として活用できるよう町内に
雑木・C材の卸場所をつくる（薪ボイラー？）、販路が開拓できている

2.町内山業に関わる人が増えている
3.他の地区の山主さんにも山づくりの理解が広まっている

2024年度末の状態目標
1.町内で広葉樹・C材を買い取っている活動が広まる
1.町内で木質バイオマスガス化発電が検討されている
2.外の人を巻き込める絵が描けている(木を伐る人だけでなく、山林資源を活用し
たアントレプレーナーが増えて欲しい)

3.町内一部地区の山主さんの間で山づくりの理解が広まる
現状声をかけてくれた山主さんを 8



活動計画（ PF事業で実施）
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現状

ありたい地域の姿

課題

＊そのほか＊
・情報発信（SNS）
・活動説明資料リニューアル
・SHMTG（講演会同時開催）
・LVL参加
・幡多自伐型林業者情報交換
・イベント出店
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活動計画
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活動紹介
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3月2月１月12月11月10月9月8月7月６月5月4月

共通の予定

活動団体の予定①

活動団体の予定②

中間支援主体の予定
①山林の活用に関す
る知識とプレーヤー

の確保

中間支援主体の予定
②施業地の確保

◆中間支援ギャザリング①

◆中間報告会

活動計画

ステークホルダーミーティングを1回以上開催

◆中間支援ギャザリング②

◆キックオフ（ブロックごと） 中間共有会
（ブロックごと）

経費執行可能期間

山林の活用に関する講師の紹介や勉強会の開催

集落後背地山林（多数の土地所有者によるモザイク林）の集約と利活用の合意形成における
地区長との連携・調整

本活動に関心のある山主の掘り起こし･紹介

移住者や関係人口へのアプローチ



中間支援主体より

中間支援主体の紹介

「四国海と生き物研究室」は主に南西日本の海の自然再生や生物多様性保全、気
候変動の緩和や適応に関するコンサルタント業務を実施してきた岩瀬の個人事務
所。海の環境保全は流域の自然環境が健全でなければ成り立たないため、近年は
山林の持続可能な活用による環境保全にも取り組んでいる。

活動が３年目にはいり、黒炭や薪づくり、お茶やキクラゲなど新たな特用林産物
の開発による生業づくりの短期目標に加え、雑木林の多い大月町で、樹種を選ば
ない木質バイオマスを活用したエネルギー生産によって、地域の外に支払ってい
たエネルギー対価を地域内に支払うことによる地域経済の活性化を目指す中期目
標など、将来的に目指す「ボチボチ山業」の姿が明確になってきた。チームのコ
アメンバーはそれぞれの立場を活かして目標に向かって主体的に取り組んでいる。

しかし町役場をはじめ町内の林業関係者や山林所有者をはじめとする町民の多く
は「山はお金にならない」「林業で飯は食えない」という既成概念にとらわれて
おり、活動の輪が容易に拡がっていかないことが大きな課題である。
そのため、役場職員や山林所有者をターゲットとした勉強会などを開いて成功事
例を紹介し、多様な価値観を持つ移住者や関係人口とのコミュニケーションを密
にして活動の輪を拡げることによってプレイヤーを確保する支援を行いたい。

活動団体の取組へのコメント、中間支援の方針・計画
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